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二
一
世
紀
に
な
る
ま
で
の
過
去
千
数
百
年
間
、
日
本
の
人
口
は
順
調
に
増
加
し
て
約
六
〇
〇
万
人
か
ら
一
億
二
八
〇
〇
万

人
に
到
達
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
減
少
に
転
換
し
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
け
ば
二
五
年
後
の
二
〇
五
〇
年
に
は
九
七
〇
〇
万

人
程
度
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
時
点
の
七
五
％
で
あ
る
。
そ
れ
以
遠
の
未
来
は
明
確
で
は
な
い
が
、
二
一
〇

〇
年
に
は
四
八
〇
〇
万
人
に
な
る
と
い
う
数
字
も
あ
る
。 

 

総
数
の
減
少
以
外
の
人
口
問
題
も
あ
る
。
第
一
は
高
齢
人
口
の
増
大
で
、
二
〇
〇
五
年
に
は
全
体
の
二
〇
％
の
二
六
〇
〇

万
人
程
度
で
あ
っ
た
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
二
〇
五
〇
年
に
は
四
〇
％
の
三
八
〇
〇
万
人
程
度
に
な
る
。
第
二
は
日
本
列
島

全
体
の
一
部
に
人
口
が
集
中
す
る
現
象
で
、
都
道
府
県
単
位
で
昨
年
に
増
加
し
た
の
は
東
京
と
埼
玉
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は

減
少
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
は
社
会
に
深
刻
な
問
題
を
も
た
ら
す
。
あ
る
研
究
機
関
の
今
後
の
日
本
の
労
働
人
口
需
給
の
推
定
に
よ
る
と
、
二

〇
三
〇
年
に
は
三
四
〇
万
人
、
二
〇
四
〇
年
に
は
一
一
〇
〇
万
人
の
不
足
が
発
生
す
る
と
い
う
結
論
で
あ
る
。
二
〇
四
〇
年

に
は
一
五
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
は
六
二
〇
〇
万
人
と
予
測
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
一
八
％
に
相
当
す
る

不
足
で
あ
る
。 

 

人
口
を
国
力
の
基
礎
と
す
れ
ば
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
は
出
生
率
の
増
加
で
あ
る
が
、
従
来
の
対
策
で
は
顕
著
な
効

果
は
な
い
。
第
二
の
対
策
が
外
部
か
ら
の
移
民
で
あ
る
。
昨
年
の
時
点
で
国
内
に
九
〇
日
以
上
滞
在
す
る
在
留
外
国
人
は
三

七
七
万
人
で
人
口
全
体
の
三
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
比
率
は
世
界
の
一
〇
〇
位
以
下
で
あ
り
、
日
本
は
移
民
の
視
点
か
ら
は

後
進
国
家
で
あ
る
。 

 

移
民
増
加
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
る
が
、
日
本
で
移
民
の
比
率
が
最
多
で
あ
る
群
馬
県
大
泉
町
は
四
万
一
六
五
〇
人

の
人
口
の
う
ち
二
二
％
の
約
九
〇
九
〇
人
、
す
な
わ
ち
四
・
六
人
に
一
人
が
移
民
で
あ
る
。
日
本
全
体
の
移
民
の
比
率
が
三
％

で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
突
出
し
た
数
字
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
従
来
の
日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
社
会
を

構
築
し
つ
つ
あ
る
。 

 

静
岡
県
浜
松
市
も
類
似
の
状
況
で
あ
る
。
二
輪
車
、
自
動
車
、
楽
器
な
ど
を
製
造
す
る
企
業
が
次
々
と
立
地
し
て
い
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
の
景
気
上
昇
で
業
績
が
拡
大
し
、
不
足
す
る
工
員
を
海
外
か
ら
補
充
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
は
全
体
で

一
万
人
弱
の
雇
用
で
あ
っ
た
が
現
在
で
は
三
万
人
以
上
と
な
り
、
人
口
全
体
の
四
％
と
い
う
日
本
の
未
来
を
先
行
す
る
社
会

を
実
現
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
急
速
な
増
加
の
主
要
な
原
因
は
一
九
九
〇
年
の
日
本
の
法
律
の
改
定
に
よ
っ
て
外
国
人
労
働
者
の
在
留
資
格

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
民
し
た
日
本
人
の
子
孫
が
出
稼
ぎ
で
来
日
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
数
年
で
帰
国
を
想
定
し
て
い
た
人
々
が
法
律
の
改
定
と
母
国
の
景
気
停
滞
の
影
響
で
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
。 

 

日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
に
位
置
す
る
島
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
、
前
半
で
紹
介
し
た
よ
う
に
外
国
か
ら
の

人
口
流
入
が
少
数
の
国
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
が
減
少
に
転
換
し
た
現
在
、
移
民
政
策
も
転
換
の
是
非
を
議
論
す
る

時
期
に
あ
る
。
労
働
人
口
だ
け
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
進
歩
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
社
会
に
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
の
一
部

は
解
決
で
き
る
。 

 

し
か
し
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
地
域
社
会
は
Ｓ
Ｆ
小
説
の
主
題
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
人
口
増
加
が
環
境
破
壊
や
食
料

不
足
な
ど
世
界
規
模
の
問
題
に
な
る
と
指
摘
し
た
Ｐ
・
エ
ー
リ
ッ
ク
の
著
書
『
人
口
爆
弾
』
が
話
題
に
な
っ
た
。
し
か
し
現

在
、
世
界
で
は
四
〇
ケ
国
以
上
が
人
口
減
少
に
移
行
し
て
爆
弾
は
不
発
と
な
り
、
国
家
単
位
で
は
深
刻
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
は
解
決
を
目
指
す
先
頭
の
国
家
に
な
る
役
割
が
あ
る
。 


